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58 久生十蘭集

顔は、一尺二寸というから
長大である。顎が唇から下
四寸なのだから、奇っ怪で
ある。風体は素寒貧。春夏
秋冬、きまって古袷一枚、は
げた鞘の両刀を落とし差し
にぶら下げてのお出まし、と
いうのだから、ぱっとしない
どころの騒ぎではない。しか
し、春風駘蕩というか、気ま
まで屈託がない。北町奉行
の例繰（れいくり）方なのに、
ろくろく出勤もせず、長屋で
捕物控えなどを読み散らか
しの毎日である。これが、本
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